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１．はじめに 

小余綾高架橋は，昭和 40 年完成の一般国道 1 号西湘バイパスにかかる一部鋼橋を有する多径間の PCT 桁橋であ

り，建設後約 40 年が経過している．写真－１に本橋の全景を，表－１に本橋の概要を示す．本橋の一部は海岸線

に隣接しており，海からの飛来塩分の影響により，建設後十数年で塩害劣化が顕在化した．このため過去 1～2 回

に渡って断面修復工法や表面被覆工法などの塩害補修が実施されている．しかし，これらの補修工法では，塩分が

浸透した部分をすべて除去することは困難であり，本

工事着手前に実施された調査では，残留した塩分によ

り再劣化したと思われる部分が多数見られた．よって，

本工事では塩害に対する抜本的対策として，最も劣

化が進行している 2 径間に対し，その劣化因子である

塩分をコンクリート外に排出する電気化学的脱塩（以

下，脱塩と称す）を行った．PC 橋への脱塩の適用は，

弁天大橋に続き 2 橋目であるが[1]，本格的な PC 橋へ

の適用は本橋が初といえる．本稿では小余綾高架橋の

脱塩の適用に関する対策とその施工について報告する．      写真－１ 小余綾高架橋の全景 
２．脱塩の問題点と対策 

 PC 構造物に脱塩を適用するにあたって，PC 鋼材の水素脆      表－１ 小余綾高架橋の概要 
化が懸念された．脱塩中 PC 鋼材に吸蔵された水素は通電休

止中に大気中に拡散し，鋼材中から喪失することが知られて

いる[2]．そこで，この対策として弁天大橋で採用された 4.4
日通電，2.6 日休止を繰り返す断続的通電を採用した．  
 脱塩は陰イオンである塩化物イオンをコンクリート外に排

出するかわりに，陽イオンであるナトリウムイオンやカリウ

ムイオンを鋼材周辺に集積させる．これらアルカリ金属イオ

ンは，鋼材表面の付着低下とともにアルカリ骨材反応を促進         表－２ 模擬脱塩試験結果 
する懸念がある．このため，コンクリート構造物に脱塩を施す場合は，

事前にアルカリ骨材反応の可能性の有無を確認する必要がある．本工事

では，主桁から採取したコンクリートコアを用いてカナダ法により残存

膨張量を測定した．その結果，膨張量は第 44 径間で 0.112%，第 45 径

間で 0.131%を示した．この値は ASTM C 1260-94 に従えば「有害と無害な骨材が含まれる」という判定になる．

そこで，同じく主桁から採取したコンクリートコアを用いて模擬脱塩試験を実施しその安全性を確認した．試験時

の電流密度および通電期間は実橋で想定している積算電流量と同等の 3.0A/m2，21 日間とした．通電完了後の膨張

量を表－２に示す．その結果，脱塩による膨張量は ASTM C 1260-94 に示す無害判定の 0.1%を大きく下回り，脱
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塩時のアルカリ骨材反応への安全性が確認された． 
３．脱塩の施工 

 図－１に施工のフローチャートを示す．脱塩の施工は，第 44～45 径

間の主桁 12 本に対して実施し，その範囲は主桁および横桁全面とした．

電流密度はコンクリート表面積あたり 1.0A/m2 とし，通電期間は連続通

電 8 週間に相当する 12 週間とした．脱塩の管理は，各主桁より採取した

コンクリートコアの深さ 20～40mm 位置の平均塩分含有量により行い，

測定間隔は 6 週目以降 2 週間間隔とした．また，脱塩の目標値は脱塩率

70%以上もしくは塩分含有量 2.5 kg/m3以下(深さ 20～40mm)とした．図

－２に第 44 径間の平均脱塩率の推移を示す．通電 10 週目での脱塩率は，

過去の実績では 50%程度[1]であるのに対し，本橋では 27.1%に留まった．

これは，過去の実績での塩分含有量が 8 kg/m3程度であるのに対し，本

橋では最大 15.62kg/m3と非常に多く，また塩分含有量の深さ方向の積分

値で比較すると過去の実績に対して 3～4 倍になるためと考えられた．そ

こで，本工事では通電期間を延長し，電流密度を 11 週目以降段階的に

2.0A/m2 まで上げることで脱塩効率の向上をはかった．その結果，通電

16 週で 79.4%の脱塩率が得られ，その測定結果を受け 19 週目で通電終

了とした．図－３に第 45 径間 G1 桁での脱塩前後の塩分含有量を示す．

深さ 20～40 mm で施工前に 15.62kg/m3を示していた塩分量は，同位置    図－１ 施工フロー図 
で 1.73kg/m3まで減少し目標値を満足した．なお，脱塩後の処理部のコンクリート外観には何ら変状は見られなか

った． 

図－２ 平均脱塩率の推移(第 44径間)      図－３ 脱塩前後の塩分含有量分布(第 45径間G1桁) 
４．まとめ 

1)PC 橋に対して初めて本格的に脱塩を適用した本工事において所定の脱塩施工を完了し，最大で 15.62kg/m3あっ

た塩分含有量が，1.73 kg/m3まで減少した． 
2)通電期間を延長し，電流密度を 2.0 A/m2まで増加させたが，主桁の耐荷力低下を示す兆候は認められなかった． 
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